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有しようと試みた。 『アイヌ民族否定論に抗する』の出版あたって執筆者が取り掛からなければならなかっ 複雑な作業を解説 たのである。 『アイヌ民族否定論に抗する』では、人口の〇・〇三％にも及ばない とはまず誰かを紹介し、昨年の札幌市議会議員の発言を起爆剤としてネット上にあふれ容易にアクセス可能となったアイヌ民族を否定する言説の何が間違っているのかというこ を指摘し、対抗する意義を訴えなければならなかった。
そもそもアイヌ民族についての基礎知識が全国的 いまだ
に充分とはいえない状況で、 「社会的弱者が税金や福祉に群
がっている」という新自由主義をともなうマジョリティの転覆した被害者意識 文脈が存在する。そこからアイヌ民族を否定する言説が現れてきたことを指摘しつつ、アイヌ民族否定論に反対する対抗言説を提示しなければならない、という問題提起を行 た。【 『アイヌモシリ：アイヌ民族の誇り』上映】
第一部の映像紹介では、北海道庁が制作した『アイヌモシ
































「利権を行使している」と非難される。ひいては、不当な「利権」を得るためにアイヌだと「なりすまし いる」とまで難癖をつけられる。これは、 こ数年日本でも大 な問題になっている、在日朝鮮人・韓国人へのヘイトスピーチと同じ構図だ。しかも アイヌに関しては 利権」だけじゃなくて、民族そのものが本当はいないんだと 存在そのものが否定されている。
問題を解決するため、オピニオン漫画『ゴーマニズム宣
言』シリーズで著名な漫画家・小林よしのりの与えた影響に着目した。小林は二〇〇八年から一〇年頃まで、アイヌや沖縄について盛んに発言していた。金子発言やネット上での「新しい」アイヌ差別は、小林のアイヌ観がベースになっている。最近の小林は安倍政権に疑問を投げかけるなど、一時













































る。日本が高度経済成長を経ても、アイヌが貧しくて 差別されているという状態 変わらなかった。そこでむ ろ自分はアイヌだという差異が打ち出されるようになった。とりわけ戦後、一九六〇年代終わりからの、政治の季節には、差異化の言説が盛んになった。ただ、新左翼による爆弾闘争 どが起きた際、犯人がアイヌではないにもかかわらずアイヌのせいにされ、偏見が悪化するという被害が生じた。同化思想の例でもわかるように そもそも「アイヌ＝左翼」という認識は間違っている。
こうした経緯から、政治的な主張ではなく文化でアイヌと















































かっこいい人。アイヌという人たちが「滅びゆく民族」だと言われた時に、いや は滅びない、俺は現にここにいるというふうに叫びをあげた。彼 短歌欄を使ってアイヌの叫びを発信し続けてきたが、そこならば自由な表現が きたから。現代でいえばツイッターだ。しかし、アイヌ民族否定者は、この自由を逆手に取り、違星北斗の発言を都合のよいように曲解、悪用を繰り返し る。きちんと活字で違星北斗の発言の文脈を説明する必要性を感じた
長岡：ＴＶディレクターとして働くうちに、首都圏在住者
にとってアイヌは身近ではない、という問題 直面した。だから、 『アイヌ民族否定論に抗する』では、東京でアクセスできる歴史的に重要な場所を三箇所、紹介 てみた。新宿区霞ケ丘、文京区本郷、港区芝公園。実用ガイドとして書つもりなので、ぜひ実際に足を運んでみてほし 。
岡和田：山科氏と長岡氏の指摘は重要。北海道の歴史や文
























































な素朴な疑問にも答えていかねばならない。 『アイヌ民族否定論に抗する』の編集にあたっては、アイヌについて知ることで、現代を読み解く視座が与えられる入門・啓発の書となるこ を重視した。そのうえで、本講演会の企画 運営にあたっては、学生 とって有用なプログラムでありながら、広く一般社会人に訴えるイベントとすることを心がけた。
アイヌをテーマとする講演会は本学において初の試みだっ
たが、本学および執筆者のツイッターやウェブサイト、日本
ＳＦ作家クラブ公式サイト上での告知協力が得られた甲斐もあって、本学の学生・教職員のみならず、外部からの来場者も多数見受けられ、参加者総数は一〇七名を数えた。長時間のパネルだったが、最後まで会場の熱気は維持されていた。当初 目標は達成され、本 日本研究所にとっても大成功といえるものになったと総括できる。次回以降 講演会にも、多くの参加者の来場を期すべく、微力を尽くしていきたい。
